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9
今
年
の
夏

は
、
記

録
的

に
僣

い

日

が
続

い
て

い
る
。

し

か
も

、
雨

が
殆

ど
降
ら
な
い
。

こ
の

た
め
、
田

畑
は
水
不

足
を

来

た
し
て

い
る
。

こ
の
天

候
翌（
変
は
、

わ
が
県

だ

け

で
は
な

く
、
ど
う
も

全
国

的
に

起
き
て

い
る
よ
う

だ
。

関
束
地

方
は
ス
コ
ー

ル
の
よ
う

な
雨

が
多

く
な
り
、
北

海
道
に
は

梅
雨

が
あ

っ
た
と
聞
く
。

八

月
士

八
日
（
金

）
、
村
商
工
会

と
村
観
光

協
会
土
催

の
盆

踊
り
大

会

が
問

催
さ
れ
た
。

仮
装

の
踊
り
子

加
、
輪
の
中

に

い
る
。

ど
ゝ
』
の
誰
や

ら
。

最

後
に
十
八
発

の
花
火

が
打

ち

上

げ

ら
れ
、
夜
空

に
極

彩
色
大

輪

の
花

が
咲
い
た
。

つ

か
の
間
に
消
え
行

く
、
ｙ
』
の

夏

の

花
は
、
何
故

加
人
の
心

を
魅

了
し

続
け

る
。
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だって

村
民
が
今
・
苦
し
み
・
怒
る
津
軽
海
峡
線

騒
音
・
振
動
特
集
。

開
業
か
ら
一
年
半
、
津
軽
海
峡
線
騒
音
・
振
動
は
今
！

津
軽
海
峡
線
が
開
通
し
た
の
は

昭

和
六
十
三

年
三
月

十
三

日
。

早

い
も

の
で

、
も
う
、
一

年
半

が
過

ぎ
よ
う

と
し

て

い
る
。

村
民

は
、
開

業
早

々
か
ら
津
軽

海
峡
線

が
発
す

る
騒
音

と
振
動
に

頭
を
悩
ま

せ
て
き

た
。

あ

る
村
民

は
、
夜
も
眠

れ
ず
住

居
移
転

も
真
剣
に
考
え

て
い
る
と

一
言
つヽ
。

何
し

ろ
、
最
大

総
重
量
五

十
五

ト
ン
に
も
及
ぶ
貨
物
列
車

が
二
十
数

両

編
成

で
、
夜
昼

か
ま
わ
ず
耳
を

つ

ん
ざ
く
よ
う

な
音
を
た
て
、
地

震

の
よ
う

な
振
動

を
残
し
て
猛

ス

ピ
ー
ド
で
駆
け

抜
け
る
の
だ
か
ら
、

苦
し

み
は
そ
こ

に
住
ん
で

い
る
人

に
し

か
分
ら

な
い
。

し

か
し

、
海
峡
線
は
我

々
の
悩

み
を
よ
そ

に
営
業
成
績
を
伸

ば
し

て

い
る
よ
う

だ
。

そ

の
分

、
騒
音
振
動
対

策
に
予

算
を
回
し

て
も
ら

い
た
い
と
思
う

の
は
欲
と
言
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

八
戸
村
長
は
、
開
業
時
か
ら
こ

れ
ら
公
害
解
消
の
た
め
ね
ば
り
強

く
陳
情
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
成
果
は
、
防
音
壁
設
置
や

数
箇
所
の
レ
ー
ル
溶
接
、
鉄
橋
へ

の
特
種
ゴ
ム
張
り
付
け
等
の
形
に

な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

対

策

の

現

状

と

課

題

そ
れ
で
は
、
対
策
の
実
態
を
見

て
み
よ
う
。

瀬
辺
地
地
区
に
は
防
音
壁
が
設

置
さ
れ
た
。

線
路
東
側
に
高
さ
二
・
五
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の

壁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
効
果
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

防
音
壁
の
す
ぐ
近
く
の
人
に
聞

い
て
み
る
と
「
音
は
小
さ
く
な
っ

た
よ
」
と
言
う
人
と
「
大
し
て
変

わ
ら
な
い
ね
え
」
と
言
う
人
が
い

る
。
中
に
は
「
テ
レ
ビ
の
電
波
障

害
も
減
っ
た
」
と
言
う
人
も
い
る

か
ら
、
幾
分
か
の
効
果
は
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
長
さ
が
た
っ

た
の
七
十
メ
ー
ト
ル
弱
。
素
人
目

に
も
防
音
壁
が
必
要
と
思
わ
れ
る

箇
所
は
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
の
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
。

蓬
田
駅

構
内
に
作
業
所
を
設
け
、

中
沢
駅
蓬
田

駅
間

は
既
に
終
了
し
、

徐

々
に
蟹
田

方
向

に
工

事

が
行

わ

れ
て

い
る
。

ロ
ン
グ

ー
レ
ー

ル
に
な

れ
ば
、

ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
。

レ
ー
ル
の
継

ぎ
目

に
車
輪

が
ぶ

つ

か
っ
て
出
る

ガ
タ
ン

ゴ
ト

ン
と

い
う
音
が
無
く
な
り
、
今
度
は
ゴ

ウ
ゴ
ウ
と
列
車
が
走
り
抜
け
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト

は
構
造
上
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
が
無
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
画
期
的
な

技
術
開
発
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、

悩
み
は
永
遠
に
続
く
。

特集『騒音･振動』●2

騒

音

津

軽

海

峡

線

は

防

音
壁
の
効
果

は
？

ロ
ン
グ

ー
レ
ー
ル
化
は
進
む

線
路
の
溶
接
（
ロ
ン
グ

ー
レ
ー

ル
化
）
も
進
ん
で
い
る
。

ゴ
ム
張
り
鉄
橋
出
現

次
に
取
ら
れ
て
い
る
対
策
は
、

鉄
橋
対
策
で
あ
る
。

一
見
し
て
も
分
ら
な
い
が
、
何

箇
所
か
の
鉄
橋
に
は
橋
げ
た
の
内

側
に
特
殊
な
ゴ
ム
を
取
り
付
け
て

音
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
「
前
よ
り
静
か
に
な
っ

高く、二重にすればもっと効果が？

溶接済みのレールが出番を待つ

長

大
きくて ～い！

つ
が
る
怪
響
線
？



た
け

ど
、
そ

れ
で
も
音
は
大
き
い
」

と
、
近
く
の
人

々
は
言
う

。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
は
静

か
な
の
に

今

ま
で
見
て

き
た
よ
う
に

、
Ｊ

Ｒ
で

は
少
し
ず

つ
対

策
を
講
じ
て

き
て

い
る
。

し

か
し

、
対

策
は
ま
だ
ま

だ
必

要

な
よ
う

だ
。

ち
な
み
に

、
従
来

ど
お
り

の
ん

び
り
走
っ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

の
振

動
・
騒
音

と
、
長
～

い
長

い

海

峡
線
の
貨
物
列

車
の
そ
れ
を
比

較
し

て
み
る

と
、
そ
の
差
は
測
定

機
器

な
ん
か
無
く

て
も
（

ツ
キ
リ

分

る
。

開

業
前
に
、
大

き
く
重
量
の
あ

る
線
路
に
取
り
替
え
て
い
る
た
め
、

従
来

の

デ
ィ
ー

ゼ
ル
カ
ー
（

客
車

）

の
振
動

・
騒
音

は
相
当
小

さ
く

、

あ
ま
り

気
に
な
ら
な
い
の
に
対
し
、

貨
物
列

車
は
大
変

な
騒
音
・
振
動

を
長
時

間
出
す
。

こ
こ
で
、
少
し
視
点
を
変
え
て

み
よ
う
。

ユ

フ

ーユ
ラ

ー
ゴ
ー
・
ゴ
ー

昼
も
夜
も
・
い
つ
だ
っ
て
・

騒
音
・
振
動
・
騒
音
・
振
動

こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
る
の
９
・

雪
は
列
車
運
行
に
と
っ
て
大
敵

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
Ｊ

Ｒ
の
対
策
は
素
晴
し
い
。
や
た

ら
に
丈
夫
な
防
雪
柵
を
驚
く
ほ
ど

あ
ち
こ
ち
に
作
っ
て
い
る
の
だ
。

吹
き
溜
ま
り
で
も
で
き
て
列
車

が
止
ま
っ
た
ら
大
事
に
至
る
か
ら

だ
ろ
う
。

こ
う
な

る
と
、
Ｊ

Ｒ

の
防
雪
柵

に
対
す
る
予

算
と
、
公

害
対
策
予

算
の
額

が
ど
う

な
っ
て

い
る
の
か

比

較
し
て
み

た
い
と

、
興

味

が
湧

い
て
来
る

が
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。

対
策
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？

瀬
戸
大
橋
線
は
万
全
の
対
策

先
頃
、
青
森
県
庁
が
瀬
戸
大
橋

線
の
公
害
対
応
に
つ
い
て
視
察
し

た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
向
う
は
吸
音

材
や
制
振
材
も
使
う
な
ど
、
現
時

点
で
考
え
ら
れ
る
全
て
の
対
策
が

と
ら
れ
、
こ
ち
ら
よ
り
二
歩
も
三

歩
も
進
ん
で
い
る
と
言
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
、
い
く
つ
か
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
大
き
く

遅
れ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
訳
だ

ろ
つヽ
。

同
じ
Ｊ
Ｒ
な
の
に
、
対
応
が
違

う
と
い
う
の
は
簡
単
に
納
得
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

ら
し
い
。

せ
め
て
、
現
状
を
技
術
が
克
服

で
き
る
ま
で

。
ゆ
っ
く
り
″
走
れ

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

私
達
が
ス
ヤ
ス
ヤ
眠
れ
る
日
は

ま
だ
遠
く
、
抜
本
的
な
対
策
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
村
も
村
民
も

Ｊ
Ｒ
が
ど
ん
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
の
か
注
視
し
、
要
望
、
陳
情
を

繰
り
返
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

3●特集『騒音･振動』

一
防
雪

柵
は

、
あ

ん
な

に
立
て

た
の

に
・

こ～んなに長い貨物列車。 音

ゆ
っ
く
り

走
れ
な

い
の
？

そ
れ
に
し
て
も
、
海
峡
線
の
対

策
は
騒
音
対
策
に
終
始
し
て
お
り

振
動
対
策
に
は
手
が
付
け
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
。

先
の
報
道
に
よ
る
と
、
今
の
と

こ
ろ
「
列
車
減
速
」
が
騒
音
・
振

動
ど
ち
ら
に
も
最
も
効
果
が
あ
る

この鉄輪が公害のもと

ここがポイントだ
ディーゼルカーはのんびり

特
集

振

動
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村制施行100 周年記念第31回村民体育祭

長科チーム
小差で第2位中沢チーム、第3位瀬辺地チーム

入

場

行

進

で

宮

本

地

区

会

Ｖ

２

七
月
三

十
日
（
日

）
、
第
三

十
一
回

村
民
体
育

祭
が
村
総
合

運
動
場
を
会

場
に
、
約

一
千
人
の
村
民

を
集

め
て

開
催
さ
れ

、

綱
引
き
優

勝
な

ど
各
競

技
に
高
得
点

を
重
ね

た
長
科
チ
ー

ム
が
、

三

年
連
続

の
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し

た
。

今
年
の
体
育
祭
は
、
村
制
施
行

百
周
年
の
冠
を
か
か
げ
た
記
念
す

べ
き
大
会
と
な
り
、
午
前
九
時
の

号
砲
と
と
も
に
始
ま
っ
た
堂
々
の

入
場
行
進
に
よ
っ
て
、
そ
の
幕
加

切
っ
て
落
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
を
象
徴
す
る
焼
け
る
よ

う
な
晴
天
の
中
、
選
手
・
応
援
団

と
も
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
で
、
天
気
に

負
け
な
い
ほ
ど
の
熱
い
戦
い
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

戦

い
は
、
早

々
と
入

場
行
進

か

ら
始

ま
り
ま
し

た
。

入
場
行

進
に
は

、
昭

和
六
十
一

年
か
ら
交

通
安
全
協
会

長
賞

が
出

さ
れ

、
年
々
好
評
で
す

。

そ

れ
ぞ
れ
工

夫

が
凝
ら
さ

れ
ま

し
た

が
、
予

想

ど
お
り
「
一
〇
〇

周
年

お
め
で
と
う
」

の
横
断
幕

と

一
〇
〇
周

年

マ
ー
ク
の
帽
子
に

緑

の

ス
カ
ー
フ
で
現

れ
た
少
数
精

鋭

の
宮
本

地
区

会

が
、
見

事
二
年

連

続

の
賞

を
獲
得
し

ま
し

た
。

開
会

式
で
は

、
八
戸
大
会

長
（
村

長

）
が
「
体
力

づ
く
り
、
健
康

づ

く
り

を
目
的

と
し

た
こ
の
大
会
で
、

部
落
間

の
交
流

を
深

め
、
最

後
ま

で
優

勝
旗
を

か
け

て
頑
張
っ
て
下

さ
い
」

と
挨
拶
し

、
選
手
代
表

の

松
本

勝
治
（
長

科
）
さ
ん

が
、
半

円

に
団
旗

が
集
ま

る
中
で
元
気

一

杯

の
選
手
宣

誓
を
し

ま
し

た
。

大

会
種
目

は
、
百

周
年

と
い
う

こ

と
で
、
百

に
ち
な
ん

だ
「
百

貫

デ
ブ
さ
ん
」

「
百

獣
の
王
ラ
イ

オ

ン
」

「
お
百
姓

さ
ん
」
「
こ

こ
で

会

っ
た

が
百

年
目
」
「
百
発
百
中
」

「
百
足

」
「
百
万
馬
力

」
「
百
人
に

聞

き
ま
し

た
」
等
の

ユ
ニ
ー
ク
な

企
画

が
さ
れ
ま
し

た
。

昼
前

に
は
、
「
現
村
長

は
、
何

人
目
の
村
長
？

」
な

ど
の
村
を
題

材
に
し

た
ク
イ

ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま

た
、
昨
年
か
ら
新
し
く

プ
ロ

グ
ラ

ム
に
加
え
ら

れ
た
男
女
砲
丸

投
げ
の
他

に
、
更
に

走
り
幅
跳

び

も
加

わ
り

一
層
大
会

を
盛
り
上

げ

ま
し

た
。

真
夏

日
な

が
ら

、
時

折
会
場
南

側
に
飾

ら
れ
た
六
十
二

枚
の
大

漁

旗
を
そ
よ

が
す
心
地
よ

い
ヤ

マ
セ

が
吹

き
抜
け
、
け

が
人
も
な
く
午

後
三

時

半
過

ぎ
祭

は
無

事
終
了
し

ま
し

た
。

◆
今
年
の
主
な
成
績

▼
総

合
の
部

一
位

長
　

科

（
七
十
一
点

）

二

位

中
　

沢
（

七
十
点

）

三

位

瀬
辺
地
（

六
十
九
点

）

村民体育祭から●4

3年連続の総合優勝

▼
入
場
行
進
の
部

一
位

宮
　
本

二
位

長

科

三
位

中

沢

▼

砲
丸

投

げ

の

部

（

男

子

）

一

位
一

小

鹿
　
　

誠
（

長
　

科

）

二

位

坂

本
　
　

太
（

中
　

沢

）

三

位

福

田
　

幸

生
（

郷
　

沢

）

▼

砲
丸
投

げ
の
部
（
女
子

）

一
位

木
村
　

ま
り
（
宮
　

本

）

二
位

坂
本

ひ
と
み
（
中
　

沢

）

三
位

稲
葉
　

澄
子
（
宮
　

本

）

▼

走
り
幅
跳

び
の
部
（

男
子

）

一
位

佐
井
　
　

皇
（
宮
　

本

）

二
位

吉
田
　

光
喜
（
広
　

瀬

）

三
位

福
井
　

幸

正
（
郷
　

沢

）

三
位

小
鹿
　
　

聡
（
長
　

科

）

▼

走

り

幅

跳

び

の

部

（
女

子

）

一

位
一

八

戸
　

明

香
（

阿
弥
陀
川
）

二

位

高

田
　

恵

美
（

郷
　

沢

）

三

位

秋

元
　

恵
（

広
　

瀬

）

▼

少

年

八

百

メ

ー

ト

ル

徒

競

走

（

女

子

）

一

什
一

伊
予
部
美
希
子
（
瀬

辺

地

）

二

位

佐

藤
　

由

香
（
長
　

科

）



青空の下に全員整列！

年はとってもまだまだ十本足の百足が走る

1000m競争、ヨー

イ

消防団リレーは、暑さをふっとばす

！

応援だって、力が入るの
だ

▼
少
年
子

メ
ー
ト

ル
徒
競

走

（
男
子

）

一
位

佐
井
　
　

亮
（
宮
　

本

）

二

位

八

戸
　

悛

輔
（
阿
弥
陀
川
）

三

位

山
舘
　
　

淳
（
㈲
辺

地
）

▼
部
落
対
抗
リ
レ
ー

一
位

㈲

辺

地

二
位

阿
弥
陀
川

三
位

中
　

沢

5●村民体育祭から

カ
メ

ラ
ル

ポ

百獣の王ライオンがかけ抜ける今回初登場の幅とび気合一発、力がこもる

バトンを持つ手がいさましい？

三
位

武
井
美

智
子
（

荳
　

田

）

▼
中

学
生
以

上
子

五
百
メ
ー
ト

ル
徒
競

走
（
女
子

）

一
位

森
　
　

明
美
（
阿
弥
陀
川
）

二

位

田
中
久

美
子
霞
七
　
田

）

三

位

倉
谷

久
美
子
（
宮
　

本

）

▼
中
学
生
以
上
三
千
メ
ー
ト
ル

徒
競
走
（
男
子
）

一
位

佐
井
　
　
皇（
宮
　
本
）

二
位

中
村
　
考
公

蓬
　
田
）

三
位

田
中
　
信
孝（
広
　
㈲
）

▼
高
齢
首
手
入
れ

一
位

長
　
　
抖

二
位

広
　

㈲

三
位

㈲

辺

地

▼
少
年
綱
引
き

一
位

長
　
　
抖

二
位

中
　

沢

三
位

阿
弥
陀
川

▼
部
落
対
抗
綱
引
き

一
位

長
　
　
抖

二
位

郷
　

沢

三
位

中
　

沢



スキムミルク・ライスコロッケ

わ
た
し
の
ア
イ
デ
ア
　
９

冷やご飯３カップノハムのうす切り４枚／
粉チーズ大さじ３／スキムミルク大さじ４／

にんじん30g／おかひじき20gノパセリ２本／サユーレタスノ小麦粉／とき卵／揚げ油／
こしょう／塩少々

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ

私
は
、
主
人

と
二

人
暮
ら
し

で

す
。
娘
夫
婦

は
職
業
の
関
係

で
、

離
れ
て
暮
ら
し

て

い
ま
す
。

日
常

の
健

康
管
理
は

、
ま
ず
、

食
生
活
で
す
。

づ
フ
ン
ス
の
と
れ

た
食

事
は
一

日
、
三

十
食
品

が
目
標
で

、
塩
分

も
一
日

十
幃
以

内
に
。

食
生

活

が
豊

か
に
な

っ
た
と

い

わ

れ
ま
す

が
、
乳
製
品

は
出
来
る

だ
け
上

手
に
と
り

た
い
も
の
で
す
。

特

に
、
子
供
達
に

は
乳

製
品
を

使

っ
た
料
理
に
な

れ
て

い
た

だ
き

た
い
も
の
で
す
。

ス
キ

ム
ミ

ル
ク
入
り
ラ

イ

ス
コ

ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
見

ま
し

た
。

ま

ず

孫

達

に

試

食

さ

せ

た
ら

「
お

い
し

い
お
い
し

い
」

の
連

発

で
し

た
。
早

速
、
毋
と
子

の
料
理

教
室
に
作
り
ま
し

た
。

子
供
達

は
、
ワ

イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ

ヤ
大
喜

び
、
あ

の
笑

い
顔

が
今
で

も
目
に
見
え

ま
す
。

ラ
イ

ス
コ

ロ
ッ

ケ
に
は
、
野
菜

を

た
っ
ぷ
り
と
考
え

、
に
ん
じ
ん
、

お
か
ひ
じ
き
も
入

れ
て
見
ま
し
た
。

保
健
婦
さ
ん

の
話

に
よ
れ

ば
、

お
か
ひ
じ
き
は

、
海
草
の
ひ
じ

き

と
同

じ
、

カ
ル
シ
ウ

ム
を
豊

富
に

含
ん
で

い
る
と
い
う

事
で
す
。

わ

が
家
の

お
か
ひ
じ
き
は

、
自

給
で
、
地
区
に
も
普

及
し

て

い
ま

す
。孫

達

が
遊

び
に

来

る

時

は

、

「
お

ば
あ
ち
ゃ

ん
、
ラ

イ

ス
コ
ロ

ッ
ケ
、
グ
ラ

タ
ン
、
ス
キ

ム
ミ
ル

ク
入
り

ガ
ン
デ
ン
」
等
色

々
注
文

が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
言
葉

に
励
ま

さ
れ
、
一

生
懸
命
に
作
り

ま
す
。

ま
た
、
地
区

の
皆
さ
ん

か
ら
の

「

お

い
し

い
ね
」

と
い
う
言
葉

は
、

私
達
推
進
員

に
は
大
き
な
励

ま
し

の
言
葉
で
す
。

今
、

わ
が
家
の

シ
チ
ュ

ー
、
カ

レ
ー
、
天

ぷ
ら
の
衣

、
に
ん
じ
ん

塩
分
は
一
日
、
十
グ
ラ

ム
以
内
。

「

お
い
し

い
ね
」
の
言

葉
に
励

ま
さ

れ
て
。

成

人
病
・
太
り
過

ぎ
の
予

防

に
も
。

村
上
江
み
子

ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
煮
込
み
料
理
に
は

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
が
入
っ
て
い
て
、

風
味
と
味
の
ま
ろ
や
か
さ
が
自
慢

で
す
。

是
非
一
度
お
試
し
下
さ
い
。

ま
た
、
成
人
病
や
太
り
過
ぎ
の

心
配
が
な
い
の
で
、
安
心
し
て
毎

日
の
食
卓
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。昔

風
の
焼
魚
、
和
え
も
の
が

好
き
で
、
牛
乳
嫌
い
の
主
人
も
今

は
何
で
も
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
孫
達
も
好
き
嫌
い
な
く
野

菜
、
魚
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

長
　
科

食
生
活
改
善
推
進
員

①
（

ム
、

お
か
ひ
じ
き

、
に
ん

じ

ん
を
み
じ

ん
切
り
し
ま
す

。

②

ボ
ー

ル
に

ご
飯
を
入

れ
、
す

り

こ

ぎ
か
、
木

じ
ゃ
く
し

で
軽

く
つ
き

つ
ぶ
し

、
①

と
粉
チ

ー

ズ
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
、
少

量
の

塩
と
こ
し
ょ
う

を
加
え
て

よ
く

混

ぜ
合

わ
せ

、
直
径
三
ｍ

の

ボ

ー
ル
に
形
作

り
ま
す
。

③
②
に
小

麦
粉
、
と
き
卵

、

パ

ン
粉
の
順

に
ま

ぶ
し
付

け
、
一

八

〇
度

の
熱
し

た
油
で
約
一
分
。

薄
く
色
づ
く
程
度
に
揚

げ
ま
す
。

④
③

の
油
に

パ
セ
リ

を
茎

ご
と

入

れ
て
手

早
く
揚
げ
ま
す

。

⑤
サ

ニ
ー
レ
タ
ス

の
上

に
、
③

の

パ
セ
リ

を
添
え

た
ラ

イ
ス
コ

ロ
ッ

ケ
を
乗
せ
て
す
す
め
ま
す
。

民生課から●／

つ

く

り

方

し

た
。

私
達
の
活
動

は
、
勉
強
し

た
こ

と
を
ま
ず
実

践
し

、
お
隣
り

さ
ん
、

お
向

か

い
さ
ん
へ
と
伝
達
す

る
事

で
す

。
こ
ん
な

こ
と
を
常
に

念
頭

に
置

き
、
皆

さ
ん
と
共
に
頑
張
り

た

い

と
思

い
ま
す
。

材料(４人分)



赤

十

字

奉

仕

団

は

、

県

下

六

十

七

市

町

村

の

全

て

に

結

成

さ

れ

て

お
り

、
分

団

数

は

三

百

八

十
三

団

、

団

員

数

は
二

万

二

千

五

百

名

に

の

ぼ
り

ま
す

。

我

村

の

赤

十

字

奉

仕

団

も

、

昭

和

三

十

八

年

に

結

成

さ

れ

、

現

在

分

団

数

は

八

団

、

団

員

数

は

三

百

四

十
四

名

に

な

っ
て

お

り

ま

す

。

そ

の

活

動

は

、
赤

十

字

事

業

推

進

の
中

核

を

成

し

「

社

員

増

強

」

「
献

血

推

進

」

「
災

害

救

援

・
救

護

」

「
救

急

法

や

家

庭

看

護

法

の

講

習

会

の

開

催

」

「

青

少

年

赤

十

字

の

育

成

普

及

」

等

、

地
区

・
分

区

と

連

絡

を

は

か
り

、

そ

れ

ぞ

れ

創

意

に

満

ち

た

も

の

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

村

の
有

力

な

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

と
し

て

、

福

祉

事

業

に

協

力

し

て

い

る
外

、

地

域

の

ニ

ー

ズ

に

即

し

た
幅

広

い
活

動

を

展

開

し

て

い
ま

す

。

（

次

回

は

「

赤

十

字

事

業
・：

災

害

救

護

活

動

」

で

す

。）

七
月
六
日
（
木

）
、
中
央
公
民

館

で

行

な

わ

れ

た
蓬

田

村

赤

十

字
奉
仕
団

の
総
会

で
、
次
の
役
員

が
決
ま
り
ま
し

た
。

本
　

団
委

員

長
　

二
　

唐
　

美
代
子

副
委
員
長
　

青
　

木
　

キ
　

゛
｀

藤
　

田
　

英
　

子

会
　
　

計
　

張
　

間
　

キ
　

ョ

監
　
　

事
　

坂
　

本
　

み
　

や

委
　
　

貝
　

名
古
屋
　

き
　

ね

″
　
　

坂
　

本
　

し
　

げ

″
　
　

坂
　

本
　

貞
　

子

海峡線の騒音振動と

快速列車の蓬田駅停車を陳情

列車の増発運転（特に夜間、早朝の貨

物列車）による騒音振動公害対策で、度

々陳情をくり返していますが、６月上旬

には、議会とともに、国会、ＪＲ青森支

店（議長と２人）に陳情し ました。

更に、快速列車の一部を乗車可能にし

て欲しい旨についても陳情しました。

ＪＲ側でも、かなり力を入れて、貨物

車の新造と改善につとめているとのこと

ですが、蓬田村は海峡線関係では一番関

係戸数が多い旨を訴へて来ました。

貨物車研究所でも、改善の為、努力、

研究しているとの事です。

関係住民の方々は非常に困っている旨

について、強力にお願いと訴へをしたつ

もりです。

快速列車の停車については、列車ダイ

ヤ改正の時点がねらいと考え早目に陳情

したわけですが、今のところ判明してお

りません。

陳情が実を結ぶことを期待しています。

村民の皆さん方のご協力ご支援をお願

いし ます。

7●ひとこと･村長から/民生課から

赤
十
字
奉

仕
団
・：

「
行

動
す
る

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」

赤
十
字
思
想
普
及
ミ
ニ
知
識

委
　
　

員
　
　

坂
　

本
　
　
　

昭

″
　
　
　

松
　

本
　

カ

チ

ヱ

μ
　
　
　
　

森
　
　
　

ち
　

ぎ

″
　
　
　

森
　
　
　

初
　

枝

″
　
　
　

八
　

戸
　

久
　

子

″
　
　
　

武
　

井
　

ま
　

つ

μ
　
　
　
　

芳
　

賀
　

か
　

ち

″
　
　
　

武
　

井
　

次
　

子

″
　
　
　

清
　

水
　

幸
　

子

″
　
　
　

高
　

田
　

ふ

づ

ゑ

″
　
　
　

福
　

田
　

フ
　

サ

μ
　
　
　
　
　
　
高
　

田
　

こ
｀
　
ヤ

″
　
　
　

久
　

慈
　

ゆ

き

ゑ

″
　
　
　

越
　

田
　

や
　

ゑ

″
　
　
　

小
　

野
　

冨

美

子

″
　
　
　

佐
　

井
　

か

つ

ゑ

″
　
　
　

越
　

田
　

日

出

子

″
　
　
　

川
　

崎
　

み
　

わ

忘れ物

シ
リ
ー
ズ
⑤

ひとこと･村長から

西村　宗 委
　
　
貝
　
　
石
　
山
　
慶
　
子

″
　
　
　

小
野
寺
　
キ
ク
ヱ

″
　
　
　

佐
　
井
　
リ
　
ネ

″
　
　
　

八
　
幡
　
か
　
ひ

分
　

団

中
沢
分
団
長
　
　

藤
　

田
　

英
　

子

他

六

十

七

名

長
科
分
団
長
　
　

坂
　

本
　

貞
　

子

他

五

十

三

名

阿
弥
陀
川
分
団
長

森
　
　
　

ち
　

ぎ

他

四

十

九

名

蓬
田
分
団
長
　
　
　
武
　

井
　

ま
　
　

つ

他

六

十

二

名

郷
沢
分
団
長
　
　

高
　

田
　

ふ

づ

ゑ

他

二

十

五

名

瀬
辺
地
分
団
長
　

久
　

慈
　

ゆ

き

ゑ

他

三

十

四

名

広
瀬
分
団
長
　
　

佐
　

井
　

か

つ

ゑ

他

三

十

二

名

高
根
分
団
長
　
　

小

野

寺
　

キ

ク

ヱ

他
　

十

四

名



キ
ャ
ン
プ
は
楽
し
い

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

八
月

一
日
（
火

）
か
ら
三

日
間
、

青
森
市
奥
内

に
あ
る
「
県
民

の
森
、

眺
望
山
野

営
場
」
に

お
い
て
、
村

中
央
公
民
館

主
催
の
子

ど
も
会
リ

ー

ダ
ー
研

修
会

が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。こ

の
リ

ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
地

域
子

ど
も
会

の
リ
ー

ダ
ー
を
対
象

に
、
二
泊
三

日
の
野
外
生
活

を
通

し

て
子

ど
も
会
活
動
に

お
け

る
リ

ー

ダ
ー

と
し

て
の
基
磯
的

知
識
、

技
術
を
取
得

さ
せ
、
今
後

の
子

ど

も
会
活
動

に
役
立
て
て
も

ら
お
う

広　報　よ　も　ぎ　た

と
毎
年
開
催

さ
れ
て

い
ま
す
。

学
習
内
容
は

、
①
リ
ー

ダ
ー
と
し

て

の
役
割
②
子

ど
も
会
に

お
け

る

レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の

と
り
入

れ

方

③
テ

ン
ト
の
設

営
と
撤
収

の
し

か
た
④
炊
事

の
し

か
た
⑤
野
外

生

活

の
あ
り
方
⑥

キ
ャ

ン
プ
フ
ァ

イ

ヤ
ー
の
も
ち
方
⑦
奉

仕
活
動
⑧

そ

の
他

で
す
。

二

日
目
の
講

師
は
、
青
森
地

域

広
域

消
防
事
務
組
合

蟹
田
分
署

の

工
藤
市
五

郎
さ
ん

、
坂
本
忠
則

さ

ん

、
中

村
周
平

さ
ん
の
三

名
で
救

急
法

を
講
義
し
て
く

れ
ま
し

た
。

ま

た
、
二

日
目

の
夜
は
、
青
森

県

レ
ク
リ

ェ
ー

シ
ョ
ン
協
会
副
会

長

の
林
金

次
郎
先
生

が
「
楽
し

い

キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
の
も
ち
方
」

を
講
義
し

て
く
れ
ま
し

た
。

こ

の
他

、
「
川
に
チ

ャ
レ

ン
ジ

（
自
然

体
験
）
」

と
い
う

プ
ロ
グ

ラ

ム
も
あ

り
、
子

ど
も
達

は
短

パ

ン
姿
で
川
上

り
に
挑
戦
。

深

い
所

を
泳

ぎ
渡
っ
た
り
、
浅

い
所
を
見

つ
け
て
歩

き
渡
る
な

ど
、
い
つ
も

と
違
っ

た
楽
し

い
体
験

を
し

ま
し

た
。参

加
し

た
子

ど
も
達

の
感
想
文

を
見

る
と
、
「
班
長

に
な
っ
て
恥

ず
か
し

い
時
も
あ

っ
た

が
、
楽
し

か
っ

た
」

「
子

ど
も
会
最
後
の
思

い
出
に

な
っ
た
」

「
家
で
食

べ
る

ご
飯

と
違

っ
て

お
い
し

か
っ
た
」

「
生
ま

れ
て
初
め
て

の
テ

ン
ト
生

活
、
と
て

も
楽
し

か
っ
た
」
「
も

う

一
日
泊

ま
り
た

い
」

「
川
上
り

で
は
、

パ
ン
ツ

が
ぬ
れ
た
の
で
嫌

だ
っ
た
」
等

そ
れ

ぞ
れ
に
感
じ
て

い
る
よ
う

で
す

。

こ
の
研
修

会
の
成
果

を
、
地
域

の
子
ど
も
会

や
家
庭
で

少
し

で
も

実
践
し
て

欲
し

い
も

の
で
す
。

津軽半島・三つの海を訪ねてみません

か
･と　壼 ９ 月22 日●～24 日(日)

奉
仕
の
心
を
大
切
に
！

●コ ー ス 小泊 村～三 厩村 ～今別 町～平 舘村 ～

～蟹 田町 ～蓬田 村～青 森市
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先00177(77)2079

玉
松
海
水
浴
場
で
清
掃
活
動

蓬
田
小
学
校
青
少
年
赤
十
字
団

玉
松

海
水
浴
場

を
き
れ

い
に
し

よ
う

と
、
七
月
二
十
日

（
木

）
午

後
二
時

か
ら
、
蓬
田
小

学
校
（
奈

良
良
成
校

長
）
の
四

年
生
か
ら
六

年
生
ま
で

の
児
童
百
七

十
名

が
清

掃
の
奉

仕
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業

に
入

る
前
、

武
田

教
頭

か

ら
「
学
校

で
は
、
七
月
八

日
に
青

少
年
赤
十
字

加
盟
の

登
録
式
を
行

い
ま
し

た
。

今
日
は

、
奉

仕
の
心

を
忘
れ
ず

、
学
校
の
勉

強
と
は
違

っ
た
勉
強

を
し

て
下

さ
い
。
ま
た
、

皆

さ
ん

が
使
う

海
水
浴
場

で
す
の

で
、
皆

で
き

れ
い
に
し
ま
し

ょ
う

」

と
挨
拶

が
あ
り

、
二
人
一

組
で

ゴ

ミ
袋
を
持
ち

そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場

に
散
り
ま
し

た
。

オ
ー
プ
ン
前
の
海
水
浴
場
は
、

こ
の
一
時
間
の
清
掃
で
ト
ラ
ッ
ク

匸
口
分
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
、
す

っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
蓬
田
小
学
校
青
少
年

赤
十
字
団
第
一
歩
の
仕
事
と
な
っ

た
清
掃
活
動
も
無
事
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
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広　報　よ　も　ぎ　た

誓いぱ 納得のいく答えを出して、生きます。。

Congratu Iations!

三
十
三
名
が
胸
に
新
た
な
誓
い

お
と
な
に
な

っ
た
こ

と
を

自
覚

し

、
自
ら
強
く

た
く
ま
し
く

生
き

抜

こ
う

と
す

る
新

成
人
を
祝

い
励

ま
す

と
と
も

に
、
郷
土
蓬
田
村

の

構

成
員
と
し
て
相
協

力
し

、
明
る

い
豊
か
な
住
み
よ

い
村

づ
く
り

に

努
力
す
る
村
民

と
し

て
の
出

発
日

と
し

て
も
ら

お
う

と
、
八
月

十
四

日

（
月

）、
村
中

央
公

民
館
に

お
い

て

、
新
成
人

、
来

賓
及

び
関

係
者

八

十
名
の
参
加

を
得
て
、
平
成
元

年
度

の
成
人
式

が
挙
行

さ
れ
ま
し

た
。式

は
午
前

十
時

か
ら
始
ま
り

、

最
初
、

奈
良
尹
教
育
長
か
ら
、
「
今

日

の
成

人

式

を

迎
え

ら

れ

た
こ

と
は
大
変
喜

ば
し

い
こ

と
で
す
。

今
ま
で
育
て
く

れ
た
お
父

さ
ん
、

お
母

さ
ん
に
感
謝
す

る
と

と
も
に
、

こ

れ
か
ら
は
、
成

人
と
し
て

、
自

分

の
人

生
に
責

任
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
下

さ

い
」

と
式
辞
を
述

べ
ら

れ

、
続
い
て

、
八

戸
良
次
郎
村

長

と
津
島

鉄
男
村
議

会
議
長

か
ら
、

そ

れ
ぞ
れ
お
祝

い
の
言
葉

が
述

べ

ら

れ
ま
し

た
。

新

成
人
代
表

の
武
井
ま
ゆ
み
（
蓬

田

）
さ
ん
は

、
「
人
間
は

い
く
ら

努
力
し

て
も

、
「
壁
」

が
必

ず
や

っ
て
来

ま
す
。
人

生
の
分
岐
点

で

も
あ
り

ま
す

が
、
そ
の
人
の
本

領

を
余
す

と
こ
ろ

な
く
発
揮
で

き
る

の

は
、
人
間

が
「
壁
」
に

ぶ
ち
当

た
っ
た
時
で
あ

る
と
聞

い
て

い
ま

す
。

そ
の
時

に
、

ぶ
ち
壊
す

か
、

何

と
か
し
て
飛

び
越
え

る
か
、
別

の
道
を
搜
す

か
、
立
ち
止

ま
っ
た

ま
ま
で

い
る
か
、
自
分

の
と
る

べ

き
最
良

の
道
は
、
自
分

が
選

ぶ
の

で
す
。
自

分
で
納
得
す

る
答
え
を

出

す
の
で
す

」
と
新
成

人
誓

い
の

こ
と

ば
を
発
表
し
ま
し

た
。

こ

の
後
、
村
長

か
ら
、
男

性
に

は

、
村
の
鳥

オ
オ
（

ク
チ

ョ
ウ

が

デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
ネ
ク

タ
イ

ピ
ン

女

性
に
は
ネ

ッ
ク
レ
ス

が
そ

れ

ぞ

れ
プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

引

き
続
き

、
川
崎
晃
一
（
広
瀬

）

さ
ん

が
「
成

人
式
を
迎
え

た
か
ら

す
ぐ

変
わ
っ

て
い
か
ね

ば
な
ら
な

い
と
い
う

こ
と
で

は
あ
り
ま
せ

ん

が
、

こ
れ
か
ら
は

、
一
人
の
大

人

と
し
て

の
自
覚
と

強
い
意
志

を
持

っ
て

、
皆

で
助
け
合

い
な

が
ら
人

生
を

切
り
開

い
て

い
こ
う

で

は
あ

り
ま

せ
ん
か
」

と
提

言
し

、
村

民

の
誓

い
を
全
員
で

斉
唱
し
ま
し
た
。

記

念
講
演
は

、
日

本
板
画
院

名

誉
会
員

、
青
森
大

学
助
教
授

の
佐

藤
米

次
郎
先
生

が
講
師
で

、
「
新

成
人

に
望
む
も

の
」

と
題
し

た
力

の
こ

も
っ
た
講
演

と
な
り
ま
し

た
。

式

の
最
後
は

、
澤
ｍ

教
育
委

員

会
委

員
長
の
音
頭
で

、

ジ
ュ

ー
ス

を
高

々
と
掲
げ

た
乾
杯
と
な
り

、

め
で

た
く
式
を
閉
じ

ま
し

た
。

快
挙
・
続
々
入
賞
！

県
民
体
育
大
会
で
有
終
の

美

八
月
十
九
日
・
二
十
日
の
二
日
間

八
戸
市

を
主
会
場

に
、
第
四
十
四

回
市
町

村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大

会

が
開

催
さ

れ
ま
し

た
。

こ

の
大
会
で

、
わ

が
村
は

、
陸

上
競

技
、
卓
球

、

ボ
ウ
リ

ン
グ
の

三

種
目

に
出
場
し

、
各
種
目

と
も

上
位
入

賞
す

る
健
闘

を
見
せ
ま
し

た
。特

に
、
森
三
奈
子
（
阿
弥
陀
川
）

さ
ん

は
、
走
り
幅

跳

び
一
位

と
、

百
八
徒

競
走
三

位
入

賞
と

い
う
す

ば
ら
し

い
成
績
で
し

た
。

ま

た
、
男
子
四
百

片
リ

レ
ー
は

見

事
三

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

成

績
は
次

の
通

り
で
す
。

▽
女
子

走
り
幅

跳
び
①
森
三
奈
子

▽
女
子

百

片
徒

競
走
③
森
三

奈
子

▽
男
子
四

百

片
リ

レ
ー
Ｄ
③

坂
本

勲
、

越
田

茂
弘
、
大
川

誠
治
、
稲

葉
宏

▽
男
子
砲
丸
投

げ
Ｂ

④
小
鹿

誠
▽

男
子

砲
丸
投

げ
Ｃ

④
久
慈
修

一
▽

男
子

砲
丸
投

げ
Ａ

⑥
佐
井
邦

彦

▽
女
子

砲
丸
投

げ
④
坂
本
ひ

と

み

▽
女
子
四

百

片
リ

レ
ー
④
田
中

り
み
子

、
木
村
悦
子
、
藤
本
郁
子
、

森
三

奈
子

▽
男
子
百

片
徒
競
走

⑤

稲
葉

宏
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「

正

し

い
交

通

ル

ー

ル

と

マ
ナ

ー

を

身

に

つ
け

、

安

全

運

転

を
し

ま
し

ょ

う

」

と

、

オ

ー

ト

バ
イ

で

全

国

の

市

町

村

を

回

り

な

が

ら

一

人

で

死

亡

事
故

撲

滅

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

繰

り

広

げ

て

い
る

名

古

屋

市

緑
区

の

西

村

亙

さ

ん

が
、

七

月

二

十
四

日

（
月

）
、
蓬

田

村

を

訪

れ

、

坂

本

昭

巳

助

役

に

「

撲

滅

」

と
大

書

し

た

色

紙

を
手

渡

し

、

「
蓬

田

村

か

ら

交

通

死

亡

事

故

を

無

く

な

る

こ

と

を

祈

り

ま

す

」

と

激
励

し

ま
し
た
。

西
村
さ
ん
は
、
出
身
地
の
北
海

道
が
毎
年
、
交
通
死
亡
事
故
で
全

国
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
に
心

を
痛
め
、
全
国
か
ら
死
亡
事
故
が

な
く
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
全
国
一
周
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

計
画
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
、
勤
め
て

い
た
警
備
会
社
を
退
職
し
、
四
月

か
ら
四
〇
〇
皿
の
オ
ー
ト
バ
イ
に

ま
た
が
り
、
全
国
行
脚
を
開
始
し

ま
し
た
。

北
海
道
の
全
市
町
村
を
約
七
ヵ

月
か
け
て
回
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
に
愛
知
、
香
川
、
徳
島
の
三
県

の
一
部
を
走
破
し
て
、
走
行
距
離

は
五
万
い
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

青
森
県
入
り
し
た
の
は
、
七
月

五
日
で
、
弘
前
市
を
は
じ
め
、
既

に
十
四
市
町
村
を
回
っ
て
お
り
、

予
定
で
は
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

県
内
六
十
七
市
町
村
を
回
り
、

次
の
目
的
地
の
岩
手
県
に
向
か
う

そ
う
で
す
。

全
市
町
村
を
事
故
な
く
回
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

二
百
二
十
日
は
、
立
春
か
ら
二

百
二
十
日
目
の
日
で
二
百
十
日
の

十
日
後
の
日
で
す
。

暦
で
は
、
九
月
十
一
日
ご
ろ
に

当
た
り
、
農
業
で
は
昔
か
ら
厄
日

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

統
計
的
に
も
、
二
百
十
日
以
降

九
月
下
旬
ご
ろ
に
台
風
が
集
中
し

て
発
生
し
、
毎
年
日
本
の
各
地
に

風
水
害
の
被
害
を
出
し
て
お
り
ま

す
。台

風
に
よ
る
電
気
設
備
の
被
害

は
、
電
力
会
社
か
ら
一
般
の
ご
家

庭
ま
で
多
岐
に
ね
だ
り
ま
す
が
、

身
近
な
も
の
は
、
家
屋
浸
水
に
よ

る
電
柱
の
倒
壊
や
断
線
が
あ
り
ま

す
。断

線
し
た
電
線
に
は
、
電
気
が

流
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
で
下

さ
い
。

知って得する税コーナー
老人とは何歳 から？

老人とは何歳から？だと思いますか。少し古

い数字ですが、総理府広報室が昭和57年に行っ

た世論調査では、「65歳ぐらい」と答えた人がい

ちばん多く37.1% 、次いで「70歳ぐらい」24.3

％「60 歳ぐらい」22.1 ％となっています。

このように、老人の感じ方は人によって異な

りますが、法律では、税の特典 を受けるための

「お年寄り｜ の年齢が定められています。

名
古
屋
市
の
西
村
さ
ん
来
村

交
通
事
故
を
撲
滅
し
よ
う
！

暮らしと電気安全

断線した電線には、

さわらない！

円以下のお年寄りの場合、所得税の計算をする

ときに50 万円を所得金額から差し引くことがで

きるという特典です。

また、公的年金等控除では、65歳以上の人は、

65歳未満の人より控除額が大きいという特典が

あります。

各課から●10

(財)東北電気保安協会

年齢によって異なるお年寄りの特典

お年寄りに関する特典には、お年寄り本人が

受ける特典と、お年寄りを扶養している人が受

けられる特典がありますが、それぞれに｢ お年

寄り｣ と定める年 齢は異なります。

本人が特典を受ける場合のお年寄りは65歳以

上の人を指し、その特典には｢老齢者控除」｢公約

年金等控除｣｢マル優など利子非課税｣があります。

老齢者控除は、65歳以上で所得金額が100 万

お年寄りを扶養している人の特典

お年寄りを扶養している人が受ける特典には

「老人の配偶者控除」と「老人の扶養控除」が
ありますが、これらの控除の対象になるお年寄

りは70歳以上の人です。

配偶者控除は普通35万円ですが、配偶者が70

歳以上の場合は10万円加算され、45万円が控除

されます。

また、扶養控除も、扶養の対象となる人が70

歳以上の場合は10万円加算され、45万円が控除

されます。なお、70歳以上の父母や祖父母と同

居している場合の扶養控除額は、さらに10万円

を加えた55万円となります。



今
回
は

、
不

治
の
病
で
あ

る

「
て
ん

か
ん
」

を
持
病
に
持

ち
な

が
ら
、
笑
顔

で
頑
張
り
続
け

る
中

沢
の
坂
本

淑
子

（
よ
し
こ

）
さ
ん

を
取
材
し

ま
し

た
。

「
て
ん

か
ん
」
と

い
う

病
気
は

広　報　よ　も　ぎ　た

原
因
不

明
で
、
現
代
医

学
で
も

治

す
こ

と

が
出
来
な

く
、
薬
は
症

状

を

抑
え

る
に
過

ぎ
ま

せ
ん
。

「
て
ん
か
ん
」

の
人
は
突
然

発

作

を
起
こ
す

た
め
、
働
き

た
く
て

も
雇

用
の
場

が
あ
り

ま
せ
ん
。

し

か
も
、
身
体

障
害
者

と
し

て

認

め
ら
れ
な
く

障
害
者
年
金

も
も

ら

え
な

い
つ
ら

い
病
気
で
す
。

坂
本
さ
ん

は
、
小
学
校

六
年
生

の
春
か
ら
こ

の
病
気

と
闘

い
始
め

ま
し

た
。

突
然
、
体

育
の
時
間

に
「
発
作
」

を
起
こ
し

た
の
で
す
。

こ
の
日

か
ら
長

い
長

い
、
病
気

と
の
闘

い
が
始
ま
り
ま
し

た
。

人
生
に
嫌
気

が
さ
し

て
、
何
回

も
自
殺

を
企

て
ま
し

た
。

こ
ん

な
坂
本
さ
ん

を
変
え
た

の

は
、
（
社

）
日
本
て

ん
か
ん
協
会

が
発
行
し

て

い
る

「
波
」
と

い
う

小
冊
子
で
し

た
。

同
じ
悩

み
を
持

つ
大

勢
の
仲
間

が
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

そ
し

て
、
数
少

な
い
患
者
本
人

の
会
員

と
な
り

、
仲

間
と
活
動

を

続
け

、
昨
年
、
青

森
県
支
部
を

発

足

さ
せ
、
世
話

役
を
し
て

い
ま
す
。

今

、
坂
本

さ
ん
は
県
内

に
一
万

人
以
上

と
推
定

さ
れ
る
患
者

の
本

人

の
会
を
つ
く

る
こ
と
と

、
普

通

の
障

害
者

と
し

て
受
け
入

れ
て

く

れ
る
よ
う
国

・
県
に
働
き

か
け

て

行

く
こ
と
に

燃
え
て

い
ま
す
。

こ
れ

か
ら

十
一
月
ま
で

、
署
名

運

動
の

た
め
村
内

を
歩
く
計
画

で

す

の
で
、

ど
う

ぞ
皆

さ
ん
ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す
。

ク

ロ
ス

ー
ス
テ

ッ
チ

と
い
う

刺

繍

を
始

め
、
隠
す
こ

と
を
や
め
、

明
る
く
生

き
て
い
く
こ

と
に
決
め

た
坂
本

さ
ん
は
今
日
も
頑

張
る
。

み
～
つ
け
た

蓬田幼稚園入口に高さ１メートル、

長さ18 メ ート ル（ 国道 寄 り）のコ

ン クリート塀ができましたが、現在

その塀に、蓬田中学校の木立啓司先

生が絵を書いています。

学校で美術と技術 を教えている木

立先生ですが、絵は最 も得意とする

ところ。

作業は 、夏休み中に終わる予定に

なってお り、出来上 りが今からとて

も楽しみです。

（広報が、皆さんの家庭に届く頃

には、完成していると思います。）

〇9月行事予定　

22　　13　　12　　10　　7　　　6　　　3 日

上　　献　　毋　　村　　 秋　　 秋　　 運
磯　　血　　親　　民　　 の　　 の
地　　＿　　教　　一　　 大　　 大　　 動
区　　役　　室　　 日　　 掃　　 掃
消　　場　　一　　 登　　 除　　 除　　 会
防　　前　　中　　 山　　 検　　 検

団　　
一　　央　　一　　 査　　 査

＿ 移　　　　 公　　 平　　 －　　 一
蓬 動　　　　 民　　 舘　　 郷　　 中
田 教　　　　 館　　 丸　　 沢　　 沢
中 養　　　　　一　　 屋　　 Ｓ　　　Ｓ
学　　　　　　　　　　形　　 高　　 宮

校　　　　　　　　　 岳　　 根　　 本－　　　　　　　　 －　　 －　　 －

行

事

蓬　　民　　民　　 中　　 民　　 民　　 蓬
田　　　　　　　　　央　　　　　　　　　　田
村　　生　　生　　 公　　 生　　 生　　 保
消　　　　　　　　　民　　　　　　　　　　育
防　　課　　課　　 館　　 課　　 課　　 所
団

担

当

11●談話室/行事予定

談話室

「
て
ん
か
ん
」
に
負
け
な
い
！

1

9

がんばる　坂本俶子さん№19



広　報　よ　も　ぎ　た

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

故
郷
蓬
田

村
を
離

れ
て

は
や
二

十
六
年
－

。

「
田
舎
者

が
都
会

に
出

て
ど
う

す

る
」

と
言
っ
た
毋

の
言

葉
を
、

振
り

切
っ

て
の
上
京
で
し

た
。

そ

の
毋

が
他
界
し
て

十
四

年

が

経

と
う

と
し

て

い
ま
す
。

本
当
に

月
日

の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
す
。

人 口 と 世 帯 数

(７月31日現在)

近
頃

で
は
、
身
内

の
結
婚
式
等

で
帰

省
す

る
機
会
も

増
え
、
そ

の

際
に

は
津
軽
線
を
利
用
致
し
ま
す
。

窓

か
ら
望
む
懐

か
し

い
風
景

、

懐

か
し

い
津
軽
弁

が
私
の
心
を

安

堵

さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

玉
松

台
の
眼
下
で

生
ま

れ
育

っ

た
少

年
時
代
の
私

は
、
あ
ら

ゆ
る

自
然

と
遊

び
、
自

然
に
鍛
え
ら

れ

ま
し

た
。

神
奈
川
県
に
移
り

住
み

、
海
、

山
、
川
の
何

処
へ
行

く
に
も
時
間

が
か
か
り
不

便
で
す

。

そ
の
上
破
壊

さ
れ
つ
つ
あ

る
自

然
。
蓬
出
村
の
あ
の
自
然
は
大
変

重
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

総人口　4,214人
男　　2,033人
女　　2,181人

世帯数　1,043世帯

子
供
達

に
は
、
そ
う

い
っ
た
田

舎
の
良

い
所

を
話
し
て

い
ま
す
。

そ
の
子

供
達
も

、
高
校
・
中
学

と
育
ち
盛
り
。

私
は
交
通

関
係

の
会
社
に
勤
め
、

バ
ス
運
転
士

の
指
導

教
育
を
し
て

お
り
ま
す
。
し

か
し

、
言
葉
の
壁

は
厚

い
も

の
で
、
入

社
当
初
は
津

軽
弁
を

な
か
な

か
理

解
し

て
も
ら

え
ず
艱
難

致
し

ま
し

た
。

今
で

は
、
津
軽

弁
と
じ
ょ
っ

ぱ

り
を

自
分
の
個
性

と
し

て
持
ち

続

け

た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
趣
味
で

の
津
軽
民
謡

な

ど
、
故

郷
を
離

れ
て
は

い
て
も
心

は
津

軽
を

い
つ

も
愛
し

て
や
ま

な

八戸有住李　(
ｽﾞ

紀

で　
長女

古村　　 正　

い
私
。

青
森
県
人
会
を
作
り
、
役
員
と

し
て
色
々
な
行
事
に
参
加
し
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
蓬
田

村
の
益
々
の
御
発
展
と
、
村
民
の

越
田
　
忠
勝
さ
ん

皆
様
方
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

めも

･・現住所／神奈川県綾瀬市深谷4044

S0467-78-3907 s･･ 生年月日／昭和19

年３月15日s･・出身／瀬辺地s･･家族構

成／妻（信子）・長女（晶子）・次

女（陽子） ●･好きなも の／民謡・釣

り ・ハイキング ・囲碁・野球 ●･経歴

/NKK 川崎（昭和42年～昭和43年 ）

・相模鉄道（株）昭和43年～現在に

至る

おくやみ申し上げます

秋田　貴宏(瀬 辺 地　4 歳)

八幡　春夫(高　　很　38歳)

林畸　武三(高　　很　56歳)

けつぱる蓬田人/戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　囗

7月受付

分

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
1
2

相
模
鉄
道
㈱

バ
ス
運
転
士
指
導
員

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

千 葉　　 正 秋 田 県

坂　本　信　子　長　　科

長　内 一　男 青 森 市

工　藤　美保子　長　　科

柿　崎　寿　雄　広　　瀬

小 野 若 子 藤 崎 町

小　松　則　雄　篷　　田

櫻　庭　功美子　深 浦 町
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